
 

令 和 8 年 6 月 29 日 

          中 部 地 方 整 備 局 

 

令和８年度 第１回 
防災・減災対策等強化事業推進費が配分されます 

～豪雨災害等への緊急対策に必要な予算を配分～ 

 

国土交通本省において、「防災・減災対策等強化事業推進費」の 

令和８年度 第１回の配分について発表されました。                        

対策件数：６件  配分額：約１１億円（国費） 

 

「防災・減災対策等強化事業推進費」は、自然災害が激甚化・頻発化している状況を踏まえ、国民の安全・安

心の確保をより一層図るため、防災・減災対策の強化を行う公共事業に対して、緊急的かつ機動的に配分す

る予算です。今回配分された予算は、災害を受けた地域の再度災害防止対策及び突発的な事象への緊急的

な対策等が必要となった地域の事前防災対策に活用されます。 

 

○配分事業の概要 

中部地方整備局管内では、別添1 の『執行地区一覧表』のとおり６件の事業を推進します。 

※各事業の詳細については、別添2 の『個票』をご参照下さい。 

※なお、本発表は以下の国土交通省記者発表 

「“防災・減災対策等強化へ” ４６億円配分～豪雨災害等への緊急対策に必要な予算を支援します～

（2026/6/29）」 

を受けて行ったものです。

https://www.mlit.go.jp/kokudoseisaku/kokudoseisaku_tk9_000026.html 
 

○配付先 

中部地方整備局記者クラブ、岐阜県政記者クラブ、静岡県政記者クラブ 

 

○問合せ先 
【予算関係全般】 企画部 企画課 課長 番場

ば ん ば

 良平
りょうへい

  

  課長補佐 村上
むらかみ

 毅
つよし

 052-953-8127 

【河川関係(1),(2)】 河川部 河川管理課 課長 林
はやし

 昌広
まさひろ

  

  河川保全専門官 川島
かわしま

 和義
かずよし

 052-953-8155 

【道路関係 (3),(4),(5)】 道路部 地域道路課 課長 浅井
あ さ い

 聡
さとし

  

  建設専門官 福岡
ふくおか

 英治
え い じ

 052-953-8170 

【道路関係 (6)】 道路部 道路管理課 課長 辻
つじ

 英雄
ひ で お

  

  課長補佐 高井
た か い

 知啓
ともひろ

 052-953-8176 

※（ ）は、別添１『執行地区一覧表』に記載の（ ）書き番号です。 



【災害対策事業】 【金額単位：千円】

種別

事業費
国費

（配分額）

（1） 河川維持修繕事業
庄内川水系
土岐川

国土交通省 岐阜県 多治見市昭和町 113,000 113,000

（2） 河川維持修繕事業
大井川水系
大井川

国土交通省 静岡県 島田市阪本地先 100,000 100,000

計 2件 213,000 213,000

２．崖崩れ等対策

道路（補助）

（3） 道路更新防災等対策事業 一般国道158号 岐阜県 岐阜県 高山市丹生川町塩屋地先 600,000 300,000

（4） 道路更新防災等対策事業 主要地方道金山明宝線 岐阜県 岐阜県 下呂市金山町岩瀬地先 220,000 110,000

（5） 道路更新防災等対策事業 主要地方道名古屋多治見線 岐阜県 岐阜県 多治見市脇之島町地先 572,000 286,000

計 3件 1,392,000 696,000

災害対策事業　計 5件 1,605,000 909,000

【事前防災対策事業】 【金額単位：千円】

種別

事業費
国費

（配分額）

１．崖崩れ等対策

道路（直轄）

（6） 道路維持管理事業 一般国道41号 国土交通省 岐阜県 下呂市門原地先 200,000 200,000

計 1件 200,000 200,000

事前防災対策事業　計 1件 200,000 200,000

総　計 6件 1,805,000 1,109,000

事業名
事業主体名 施行地

実施計画額

令和８年度 第１回 防災・減災対策等強化事業推進費　「執行地区一覧表」

事業主体名
実施計画額

事業名
施行地

１．洪水・浸水対策

河川（直轄）

別添１



事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（千円） （千円）

写真①

（１） 防災・減災対策等強化事業推進費（災害対策）

令和８年４月９日からの豪雨により、河床洗掘及び護床工の損傷が発生し

た。次期出水により護岸基礎の洗掘が進行し堤防が決壊するおそれがある

ことから、推進費を活用して緊急的に護床工を実施し、地域住民の安全・安

心を確保する。

国土交通省

岐阜県多治見市昭和町地先

113,000

河川維持修繕事業（庄内川水系土岐川）

タ ジ ミ ショウワマチ

113,000

豪雨により被害を受けた箇所に対し、再度災害防止として、護床工等を
実施する。

ショウナイガワ トキガワ

【断面図】

【平面図】

【写真①】 【写真②】

施行箇所

岐阜県

令和８年４月撮影（被災状況） 令和８年４月撮影（被災状況）

▽想定被災水位
護床工

構造物撤去工

コンクリートブロック2t

【位置図】 （A-A’断面）

浸水想定エリア（121ha）
浸水戸数（2,784戸）

凡 例

推進費施行箇所赤

推進費施行区間 L=20m
護床工 A=500m2
構造物撤去工 A=500m2
仮設工 一式
測量設計 一式

別添２



事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（千円） （千円）

令和８年４月４日からの豪雨により、低水護岸工の損傷を伴う河岸侵食が

発生した。次期出水により河岸侵食が進行し堤防が決壊するおそれがある

ことから、推進費を活用して緊急的に低水護岸工及び根固めを実施し、地

域住民の安全・安心を確保する。

国土交通省

静岡県島田市阪本地先

100,000

（２） 防災・減災対策等強化事業推進費（災害対策）

河川維持修繕事業（大井川水系大井川）

シマダ サカモト

100,000

オオイガワ

豪雨により被害を受けた箇所に対し、再度災害防止として、低水護岸工
等を実施する。

令和８年４月撮影（被災状況）

令和７年９月撮影（被災状況）

【位置図】 【断面図】

【平面図】

【写真①】

施行箇所

推進費施行区間 L=200m
低水護岸工 L=200m
構造物撤去工 L=200m

推進費施行区間
L=200m

低水護岸工(蛇籠)の
損傷を伴う河岸侵食

【写真②】 令和８年４月撮影（被災状況）

堤
防
防
護
ラ
イ
ン

▽現況高水敷高

▽計画高水位

被
災
前
の

低
水
路
河
岸
法
肩

低水護岸工
根固めブロック

旧護岸工

▽想定被災水位

（A-A’断面）

凡 例

推進費施行箇所赤

浸水想定エリア（1,140ha）
浸水戸数（6,297戸）



事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（千円） （千円）

（３） 防災・減災対策等強化事業推進費（災害対策）

令和８年２月25日、降雨の影響により崖崩れが発生した。全面通行止めを

早期に解消し、安全な交通を確保する必要があることから、推進費を活用し

て緊急的に吹付法枠工等を実施することにより、通行者の安全・安心を早

期に確保する。

岐阜県

岐阜県高山市丹生川町塩屋地先

600,000

道路更新防災等対策事業（一般国道158号）

タカヤマ ニュウカワチョウ シオヤ

300,000

崖崩れが発生した箇所に対し、再度災害防止として、吹付法枠工等を
実施する。

令和８年４月13日撮影（被災状況） 令和８年４月13日撮影（被災状況）

【位置図】
岐阜県
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TA3Ａ 写真①

推進費施行区間 L=68m
吹付法枠工 A=2,060m2、鉄筋挿入工 N=710本
落石防護工 A=3,620m2、仮設工 一式
用地測量 一式、用地費 A=900m2、補償費 N=１件

Ａ

落石防護網破損

至 福井県福井市 至 長野県松本市

一般国道158号

不安定岩盤の一部が崩落

写真②

不安定岩盤

用地買収・補償範囲

至 長野県松本市

至 福井県福井市

令和8年2月25日撮影（被災状況）

不安定岩盤の一部が崩落
至 長野県松本市不安定岩盤の一部が崩落

落石防護網破損

令和8年3月28日撮影（被災状況）

不安定岩盤
対策を必要とする範囲

【断面図】

凡 例

推進費施行箇所赤

【平面図】

【写真①】 【写真②】

施行箇所

（A-A’断面）



事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（千円） （千円）

至
岐阜市

断面図

不安定岩盤

写真②写真③

写真①

（４） 防災・減災対策等強化事業推進費（災害対策）

令和８年１月24日、融雪の影響により崖崩れが発生した。全面通行止めを

早期に解消し、安全な交通を確保する必要があることから、推進費を活用し

て緊急的に吹付法枠工等を実施することにより、通行者の安全・安心を早

期に確保する。

岐阜県

岐阜県下呂市金山町岩瀬地先

220,000

道路更新防災等対策事業（主要地方道金山明宝線）

ゲロ カナヤマチョウ イワセ

110,000

崖崩れが発生した箇所に対し、再度災害防止として、吹付法枠工等を
実施する。

【断面図】

カナ ヤマ メイ ホウ

岐阜県

【位置図】
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Td = 341.6 kN/本、ctc = 3.50 m
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F500(3.5×3.5)
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6

ポケット式落石防護網

落石対策工

吹付法枠工

グラウンドアンカー工

土工、法面整形工

用地買収範囲

令和8年2月9日撮影（被災状況）

崩落法面の側面に亀裂

令和8年2月9日撮影（被災状況）
崩落を起因として発生した亀裂

令和8年1月26日撮影（被災状況）

至 高山市

至 岐阜市

対策を必要とする範囲

不安定斜面の一部が崩落

不安定岩盤

主要地方道
金山明宝線

【写真①】

【写真②】 【写真③】

凡 例

推進費施行箇所赤

土工 V=1,300m3
法面整形工 A=  880m2
グラウンドアンカー工 N=   64本
吹付法枠工 A=  880m2
落石対策工 A=1,100m2
仮設工 一式
測量設計費 一式
用地費 A=  750m2
補償費 N=    1件

至
高山市

用地買収範囲

主要地方道 金山明宝線

【平面図】

推進費施行区間 L=42m

施行箇所



事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（千円） （千円）

（５） 防災・減災対策等強化事業推進費（災害対策）

令和７年11月30日、降雨の影響により崖崩れが発生した。全面通行止め

を早期に解消し、安全な交通を確保する必要があることから、推進費を活用

して緊急的にコンクリート吹付工等を実施することにより、通行者の安全・安

心を早期に確保する。

岐阜県

岐阜県多治見市脇之島町地先

572,000

道路更新防災等対策事業（主要地方道名古屋多治見線）

タジミ ワキノシマチョウ

286,000

崖崩れが発生した箇所に対し、再度災害防止として、コンクリート吹付
工等を実施する。

ナゴヤタジミ

【位置図】

【平面図】

岐阜県

コンクリート吹付工

落石防護工

鉄筋挿入工

用地買収範囲

横断図②

至 土岐市

至 名古屋市

令和８年12月１日撮影（被災状況）

不安定岩盤の一部が崩落

主要地方道
名古屋多治見線

令和８年１月20日撮影（被災状況）

対策を必要とする範囲

不安定岩盤

至 土岐市 至 名古屋市

【写真②】【写真①】

凡 例

推進費施行箇所赤

推進費施行区間 L=74m

写真①

写真② 至 土岐市

至 名古屋市
用地買収範囲

主要地方道
名古屋多治見線

不安定岩盤

用地買収範囲

横断図①【断面図】
落石防護工

コンクリート吹付工

グラウンドアンカー工

鉄筋挿入工 N=396本
グラウンドアンカー工 N=108本
コンクリート吹付工 A=1,730m2
落石防護工 A=2,060m2
仮設工 一式
測量設計費 一式
用地費 A=2,000m2

施行箇所



事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費 国 費（千円） （千円）

内 容

国土交通省

岐阜県下呂市門原地先

200,000

道路維持管理事業（一般国道41号）

ゲロ カドハラ

200,000

（６） 防災・減災対策等強化事業推進費（事前防災対策）

ロープ伏工等を実施し、通行者の安全・安心を早期に確保する。

【位置図】 【断面図】

一般国道41号では、「社会資本整備重点計画（第六次計画）」に基づき、

道路法面や盛土の土砂災害防止対策を実施している。

今年度に入り巨石等に挙動が確認され、今後の降雨等により不安定化し

道路へ落下するおそれがあることから、推進費を活用してロープ伏工等を

実施することにより、通行者の安全・安心を早期に確保する。

【平面図】

【写真】

岐阜県

ロープ掛工

岩接着工

⑤岩接着工 N=1箇所
ロープ掛工 N=1箇所

④ロープ伏工 A=30.0m2

①ロープ伏工 A=15.0m2

②ロープ伏工 A=30.0m2

③小割除去工 V=0.4m3

A A’

推進費施行区間 L= 350ｍ
ロープ伏工 A=75m2、ロープ掛工 N=1箇所、岩接着工 N=1箇所、小割除去工 V=0.4m3、仮設工 一式

写真
至 富山至 名古屋 一般国道41号一般国道41号

転石②

転石①

施行箇所

（A-A’断面）




